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計
算
書
」
か
ら
判
断
し
て
い
く
方
法
を

考
え
ま
す
。

設
備
投
資
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か 

設
備
計
画
書
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

　

設
備
投
資
案
件
の
打
診
が
あ
っ
た
と

き
に
最
初
に
留
意
し
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
、
そ
の
設
備
投
資
計
画
が
間

違
い
な
く
取
引
先
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る

の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
設
備
投
資
計
画
書
を

提
出
し
て
も
ら
い
、「
何
の
た
め
に
設

備
投
資
を
す
る
の
か
？
」「
設
備
投
資

を
す
る
こ
と
で
会
社
が
ど
う
変
わ
る
の

か
？
」「
会
社
の
強
み
を
発
揮
で
き
る

の
か
？
」「
経
営
理
念
に
合
致
す
る
の

か
？
」
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
そ
の
設
備
投
資
計
画
が
取

引
先
の
体
力
（
財
務
力
や
人
材
力
な

ど
）
に
合
っ
て
い
る
の
か
、
社
会
環
境

の
変
化
（
景
気
動
向
や
人
口
問
題
な

ど
）
に
合
っ
て
い
る
の
か
、
万
一
、
設

備
投
資
が
裏
目
に
出
た
場
合
の
対
策
は

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
な
ど
も
確
認
し

ま
す
。
リ
ス
ク
が
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
取
引
先
に
デ
メ
リ
ッ
ト
し
か
も
た

ら
さ
な
い
よ
う
な
設
備
投
資
計
画
で
あ

れ
ば
、
見
直
す
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

設
備
投
資
を
し
た
が
た
め
に
、
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
や
生
産
効
率
低
下
に
つ
な
が

る
例
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
新
し
い

機
械
を
入
れ
た
こ
と
で
人
を
増
や
す
こ

と
に
な
っ
た
り
、
他
の
機
械
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
（
互
換
性
）
が
悪
く
前
後
の
工

程
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
（
障
害
）
が
発
生

し
た
り
、
段
取
り
（
作
業
を
行
う
た
め

に
必
要
な
準
備
）
に
時
間
が
か
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
規
設
備
の
導
入
が
生

産
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
原
因
は
、

ず
さ
ん
な
設
備
投
資
計
画
に
尽
き
ま

す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
が
不
十
分

だ
っ
た
り
、
機
械
の
営
業
員
の
言
う
こ

と
を
鵜
呑
み
に
し
て
機
械
の
ス
ペ
ッ
ク

を
十
分
検
討
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
原
因
で
す
。

　

設
備
投
資
は
取
引
先
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。
事
前
調
査
を
し

っ
か
り
行
い
、
設
備
投
資
が
取
引
先
の

メ
リ
ッ
ト
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
増
加
）
に

つ
な
が
る
か
ど
う
か
を
真
剣
に
検
討
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
の
長
期
資
金
の
返
済
原
資
は
次
の

よ
う
に
算
出
し
ま
す
。

●
返
済
原
資
＝
税
引
後
当
期
純
利
益
＋

減
価
償
却
費

－

社
外
流
出

　

社
外
流
出
と
は
、
株
主
へ
の
配
当
金

や
役
員
へ
の
賞
与
な
ど
税
引
後
当
期
純

利
益
の
中
か
ら
外
部
へ
出
て
い
く
資
金

の
こ
と
で
す
。
Ａ
社
の
事
例
で
は
、
社

外
流
出
は
な
い
と
い
う
前
提
な
の
で
、

返
済
原
資
と
し
て
は
「
税
引
後
当
期
純

利
益
＋
減
価
償
却
費
」
と
な
り
ま
す
。

　

Ａ
社
の
場
合
は
、
図
表
１
の
「
投
資

後
（
翌
年
の
計
画
）」
よ
り
「
税
引
後

当
期
純
利
益
２
８
０
１
万
６
０
０
０
円

＋
減
価
償
却
費
２
１
４
８
万
円
＝
４
９

４
９
万
６
０
０
０
円
」
が
年
間
の
返
済

原
資
額
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
年
間
の
長
期
資
金
返
済
額
は
、

次
の
よ
う
に
算
出
し
ま
す
。

●
年
間
の
長
期
資
金
返
済
額
＝
既
往
長

期
借
入
金
の
年
間
返
済
額
＋
本
件
の
融

資
申
込
額
の
年
間
返
済
額

　

図
表
１
の
（
内
訳
）
よ
り
投
資
前
の

年
間
返
済
額
が
２
１
１
３
万
８
０
０
０

円
、
今
回
の
新
規
設
備
資
金
借
入
分
の

年
間
返
済
額
が
６
０
０
万
円
な
の
で
、

年
間
返
済
額
の
合
計
額
は
２
７
１
３
万

８
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
返
済
原
資

返
済
原
資
と
返
済
額
を
見
て 

財
務
力
が
あ
る
か
を
確
認

　

次
に
気
を
つ
け
る
べ
き
は
、
設
備
資

金
に
対
す
る
融
資
は
回
収
ま
で
長
期
に

わ
た
る
の
で
、
き
ち
ん
と
約
定
ど
お
り

返
済
で
き
る
か
ど
う
か
を
長
期
的
な
観

点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
な
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
製
造

業
Ａ
社
の
新
規
設
備
投
資
の
内
容
を
次

の
と
お
り
仮
定
し
ま
す
。

① 

設
備
投
資
は
新
製
品
の
製
造
用
機
械

の
購
入
と
す
る

② 

金
額
は
総
額
で
３
０
０
０
万
円

③ 

３
０
０
０
万
円
全
額
を
銀
行
借
入
に

よ
り
調
達

④ 

借
入
金
利
は
年
３
％
（
金
利
分
は
営

業
外
費
用
と
し
て
増
額
）

⑤ 

借
入
期
間
は
５
年
で
、
返
済
方
法
は

元
金
均
等
払
い

⑥ 

新
設
備
の
耐
用
年
数
は
10
年

⑦ 

こ
の
設
備
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る

売
上
お
よ
び
利
益
の
増
加
見
込
み
は

図
表
１
の
と
お
り
で
、
配
当
金
等
の

社
外
流
出
は
な
い
も
の
と
す
る

　

こ
の
よ
う
な
事
例
で
ま
ず
返
済
原
資

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
設
備
資
金
融
資

が
４
９
４
９
万
６
０
０
０
円
な
の
で
、

返
済
原
資＞
返
済
額
と
な
り
、
返
済
に

は
特
段
問
題
は
な
い
も
の
と
判
断
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
が
返
済
原
資＜
返
済
額
と
な
る

と
、
新
た
な
借
入
を
起
こ
さ
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
り
、
財
務
の
バ
ラ
ン
ス
と

し
て
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
減
価
償
却

費
に
つ
い
て
も
、
ま
る
ま
る
全
額
を
返

済
原
資
と
は
見
ず
に
、
少
し
余
裕
を
持

た
せ
た
ほ
う
が
堅
実
で
し
ょ
う
。

必
要
回
収
期
間
が
設
備
の 

耐
用
年
数
以
内
で
あ
る
か
否
か

　

も
う
１
つ
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
、
取
引
先
の
長
期
資
金
の
必

要
回
収
期
間
（
債
務
償
還
期
間
）
が
何

年
な
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で

す
。
次
の
よ
う
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

●
債
務
償
還
期
間
＝
（
既
往
長
期
借
入

金
＋
本
件
の
融
資
申
込
額
）
÷
返
済
原

資
　

Ａ
社
の
場
合
は
、
長
期
資
金
の
借
入

残
高
は
今
回
の
新
規
融
資
分
を
含
め
て

合
計
で
１
億
９
９
１
１
万
円
。
こ
の
金

額
を
現
状
の
返
済
原
資
４
９
４
９
万
６

０
０
０
円
で
割
る
と
償
還
期
間
が
約
４

年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
償
還
期
間
が
設

稿
で
は
、
設
備
資
金
に
対
す
る

融
資
が
妥
当
か
ど
う
か
「
損
益

本

サンプルで理解

投資効果を見極めるため
損益計算書をこう分析する

　設備資金に対する融資が妥当か、損益計
算書をもとに判断する方法を解説します。

経営コンサルタント　川名 康行

特集 「設備資金」の基本と融資対応のポイント

図表１　Ａ社の損益計算書計画（設備投資前・後）� （単位：千円）

投資前（実績） 投資後（翌年の計画） 増減
金額 比率 金額 比率 金額 年間増加率 比率

売上高 908,090 100.0 953,495 100.0 45,405 5.0 100.0

売上原価 795,114 87.6 820,005 86.0 24,891 3.1 1.0

うち減価償却費 18,630 2.1 21,480 2.3 2,850 15.3 0.2

売上総利益 112,976 12.4 133,490 14.0 20,514 18.2 1.6

販売費・一般管理費 68,515 7.5 74,372 7.8 5,857 8.5 0.25

営業利益 44,461 4.9 59,118 6.2 14,657 33.0 1.3

営業外収益 1,245 0.1 1,542 0.2 297 23.9 0.02

営業外費用 8,686 1.0 9,571 1.0 885 10.2 0.05

経常利益 37,020 4.1 51,089 5.4 14,069 38.0 1.3

特別損益 100 0.0 －150 －0.0 －250 －250 －0.0

税引前当期純利益 37,120 4.1 50,939 5.3 13,819 37.2 1.3

税金等 16,704 1.8 22,923 2.4 6,219 37.2 0.6

税引後当期純利益 20,416 2.2 28,016 2.9 7,600 37.2 0.7

（注）　当社の設備前借入残高275,200千円
（内訳）　長期資金　169,110千円　利率3.5％　返済期間８年（年間返済額21,138千円）
　　　　短期資金　106,090千円　利率2.0％　うち手形割引63,480千円


